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第13回  日本在宅医学会大会

　　大会長　藤 田 拓 司

　東日本大震災により被害を受けられた皆様に，心よりお見舞い申し上げるとともに，犠牲になられ

た方々とご遺族の皆様に対し，深くお悔やみを申し上げます．また，被災地で医療活動やボランティ

アに従事されている皆様に敬意を表します．

　このたび，平成 23 年 3 月 12 日（土），13 日（日）の 2 日間に渡り，大阪府豊中市で第 13 回日本在

宅医学会を開催いたしました．前日に東日本大震災が発生し，その影響を考え，大会を開催するか否

かを前沢会長，石垣副会長をはじめ連絡がついた幹事の皆様方と相談させていただき，最終的に開催

するに至りました．

　今大会は，「『生きる』を支える在宅医療」をテーマとして開催させていただきました．大震災の影

響があり，残念ながら会長講演や一部の教育講演，一般演題の約半数がキャンセルとなってしまいま

したが，約500名のご参加を頂きました．当初の予想を超える盛会をもって終了することが出来ました．

学会にご参加いただきました皆様，急遽座長などの労をとっていただきました先生方に，あらためて，

この場をかりて，感謝いたします．

　日本在宅医学会は，在宅医療に関心を持ち実践している医師が集い，「在宅医療とは何か」を考え，

医学の一専門分野としての「在宅医学」を構築していく会として 1994 年に発足した「在宅医療を推

進する医師の会」を前身に，1999 年 2 月に正式に結成されました．そしてこれまで医師・歯科医師が

中心となって在宅医療を学問としてとらえ，科学的根拠に基づいた医療の実践を目指し，研究教育活

動を推進することを目的として活動してきました．

 　また在宅医療は，医師・歯科医師のみでは完結するものではなく，看護師，療法士，ケアマネージ

ャー，介護士など種々の職種の方々との協働が不可欠で，在宅医学会大会でも第 10 回大会（静岡，

大会長　石垣　泰則先生）以降，多職種連携も重要なテーマとして取り上げてきました．

　その中で日本在宅医学会大会は，その研究成果を発表する場として，そして在宅医療にかかわる多

職種の方が一堂に会して研修・協議する場として，重要な位置を占めてきました．

　今大会は，関西の地で初めての開催であり，関西からの情報発信と関西で在宅医療に取り組んでい

る方々に，他地域の在宅医療の現状を知って頂く良い機会にしたかったのですが，大震災の影響，東

日本・九州からのご参加が困難であったことから，この点は残念でした．

　来年は，順天堂大学　脳神経内科教授　服部信孝大会長のもとで，東京で第 14 回日本在宅医学会

大会が開催されます．第 14 回大会は，第 16 回日本在宅ケア学会と共同開催されます．これまで以上

に多職種連携の場となると考えます．

　さらなる在宅医療が推進されることを願いまして，皆様方のご健勝を心からお祈りして，お礼の言

葉に代えさせていただきます．ありがとうございました．

巻頭言




